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遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

総
則

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
生
物
の
多
様
性
に
関

す
る
条
約
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
（
以
下
「
議
定
書
」
と
い
う
。
）
の
的
確
か
つ
円
滑
な

実
施
を
確
保
し
、
も
っ
て
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
現
在
及
び
将
来
の
国
民
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

（
第
一
条
関
係
）

二

定
義

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
」
そ
の
他
こ
の
法
律
に
お
け
る
主
な
用
語
の
定
義
を
定
め
る
こ
と
。

（
第
二
条
関
係
）

三

主
務
大
臣
は
、
議
定
書
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
基
本
的
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
関
係
）

第
二

第
一
種
使
用
等
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一

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
使
用
等
に
よ
る
生
物
多
様
性
影
響
を
評
価
し

、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
種
類
ご
と
に
そ
の
第
一
種
使
用
規
程
を
定
め
、
こ
れ
に
つ
き
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二

主
務
大
臣
は
、
第
一
種
使
用
規
程
の
承
認
を
し
た
と
き
等
は
、
公
表
す
る
こ
と
。

三

主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
に
違
反
し
て
第
一
種
使
用
等
を
し
た
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。

四

主
務
大
臣
は
、
環
境
の
変
化
、
科
学
的
知
見
の
充
実
等
に
よ
り
生
物
多
様
性
影
響
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
種
使
用
等
を
し
て
い
る
者
等
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

五

第
一
種
使
用
等
を
し
て
い
る
者
は
、
事
故
時
に
は
、
応
急
の
措
置
を
執
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
そ
の
事
故
の
状
況
等

を
主
務
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
。
ま
た
、
主
務
大
臣
は
、
応
急
の
措
置
を
執
っ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に

対
し
、
応
急
の
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
第
四
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
関
係
）

第
三

第
二
種
使
用
等

一

第
二
種
使
用
等
を
す
る
者
は
、
主
務
省
令
に
よ
り
定
め
る
拡
散
防
止
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
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二

一
の
拡
散
防
止
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
第
二
種
使
用
等
を
す
る
者
は
、
主
務
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
拡
散
防
止
措

置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

三

主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
に
違
反
し
て
第
二
種
使
用
等
を
し
た
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。

四

主
務
大
臣
は
、
科
学
的
知
見
の
充
実
に
よ
り
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
第
二
種
使
用
等
を
し
て
い
る
者
等
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

五

第
二
種
使
用
等
を
し
て
い
る
者
は
、
事
故
時
に
は
、
応
急
の
措
置
を
執
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
そ
の
事
故
の
状
況
等

を
主
務
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
。
ま
た
、
主
務
大
臣
は
、
応
急
の
措
置
を
執
っ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に

対
し
、
応
急
の
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
関
係
）

第
四

検
査
対
象
生
物
の
検
査

一

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
こ
れ
に
該
当
す
る
と
知
ら
な
い
で
輸
入
す
る
お
そ
れ
が
高
い
場
合
等
主
務
大
臣
が
指
定
す
る

場
合
に
、
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
主
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二

主
務
大
臣
は
、
届
出
者
に
対
し
、
そ
の
者
が
輸
入
す
る
生
物
に
つ
い
て
、
主
務
大
臣
又
は
主
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
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者
の
行
う
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三

二
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
登
録
検
査
機
関
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。（

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
関
係
）

第
五

情
報
の
提
供

一

主
務
大
臣
は
、
第
一
種
使
用
規
程
に
係
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
等
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
譲
渡
等
を
受
け
た
者
に
提
供
す
べ
き
情
報
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
。

二

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
譲
渡
等
を
す
る
と
き
は
、
一
の
情
報
等
を
文
書
の
交
付
等
の
方
法
に
よ
り
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
。

三

主
務
大
臣
は
、
二
に
違
反
し
て
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
譲
渡
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
生
物
多
様
性
影
響
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
譲
渡
等
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
第
二
十
五
条
・
第
二
十
六
条
関
係
）

第
六

輸
出

一

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
輸
入
国
に
対
し
、
通
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
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二

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
は
、
使
用
等
の
態
様
等
を
表
示
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
輸
出
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

三

主
務
大
臣
は
、
一
又
は
二
に
違
反
し
て
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
輸
出
が
行
わ
れ
た
場
合
、
生
物
多
様
性
影
響
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
輸
出
を
し
た
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
関
係
）

第
七

雑
則

一

主
務
大
臣
は
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
を
し
た
者
等
か
ら
そ
の
行
為
の
実
施
状
況
等
の
報
告
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

二

主
務
大
臣
は
、
そ
の
職
員
に
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
を
し
た
者
等
が
そ
の
行
為
を
行
う
場
所
等
に
立
ち
入

ら
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
、
施
設
等
を
検
査
さ
せ
、
又
は
検
査
に
必
要
な
最
少
限
度
の
分
量

に
限
り
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三

二
の
立
入
検
査
等
は
独
立
行
政
法
人
農
林
水
産
消
費
技
術
セ
ン
タ
ー
等
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

四

国
は
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
及
び
そ
の
使
用
等
に
よ
り
生
ず
る
生
物
多
様
性
影
響
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
充
実
を

図
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
分
析
並
び
に
研
究
の
推
進
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う



- 6 -

努
め
る
こ
と
。

五

国
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
施
策
に
国
民
の
意
見
を
反
映
し
、
関
係
者
相
互
間
の
情
報
及
び
意
見
の
交
換
の
促
進
を
図

る
た
め
、
生
物
多
様
性
影
響
の
評
価
に
係
る
情
報
、
四
に
よ
り
収
集
し
、
整
理
し
及
び
分
析
し
た
情
報
そ
の
他
の
情
報
を

公
表
し
、
広
く
国
民
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
関
係
）

第
八

罰
則
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

（
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
八
条
ま
で
関
係
）

第
九

施
行
期
日
等

一

こ
の
法
律
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
か
ら
附
則
第
五
条
ま
で
関
係
）

三

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、
新
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
七
条
）

四

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
連
法
律
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
八
条
か
ら
附
則
第
十
五
条
ま
で
関
係
）


